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 Ｐ１０８ １ 証明とそのしくみ② 

 

たこあげをしたことはありますか？      「はい、あります」 

 

たこあげのたこを作ったことはないでしょう？   「はい、ありません」 

 

点Ａ，点Ｃを適当にとりましょう。  「いっしょにノ－トに図を書きましょう」 

    ＡＢ＝ＡＤ 

        ＢＣ＝ＤＣ 

これは長さを決めた方が考えやすいです。何ｃｍにしましょうか？ 

        ＡＢ＝ＡＤ＝？ 「５ｃｍ」「コンパスで半径５ｃｍの円をかきましょう」 

        ＢＣ＝ＤＣ＝？  「３ｃｍ」「コンパスで半径３ｃｍの円をかきましょう」 

   こうやってできる四角形ＡＢＣＤ  たこは左右のバランスが大切ですからね。 
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     「見た感じ、どうみても∠Ｂと∠Ｄは同じに見えます」 

      （先生は白い大きな紙に同じように図を書いてみせる） 

      （それをはさみで切り取って） 

      「小学校ではこうやって折りたたんでぴったり重なることで終わりです。」 

      「中学校ではＡＣを結んで左側と右側の三角形がぴったり重なることを説明するん 

   です。」 

 

  左側の三角形ＡＢＣと右側の三角形ＡＤＣで，等しいといえるところはどこですか？ 

 

          「ＡＢ＝ＡＤ」「これは両方５ｃｍにしました。なので等しい。」 

 

          「ＣＢ＝ＣＤ」「これは両方３ｃｍにしました。なので等しい。」 

 

          「ＡＣ＝ＡＣ」「これに文句はありません。」 

 

          「左の三角形のＡＣは右の三角形のＡＣと同じ一つのものです。」 

 

   これで合同な三角形を書く３つの方法のうちのどれかにあてはまります。 

 

           「３組の辺の長さがそれぞれ等しい」 

 

           ということで△ABC≡△ADC 

 

なのでぴったり重なる∠Ｂと∠Ｄは同じ大きさです。 

これで説明できました。 

 


